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概要 
本研究では、合成音声付き動画教材作成システム「PtM (Presentation slides to Movie)」の

開発について述べる。本システムは、Microsoft PowerPoint に記載したナレーション原稿を

もとに合成音声を自動生成し、各スライドに同期した短い動画教材を簡便に作成できるも

のである。生成された動画は、マイクロコンテンツ教材として LTI-MC へ登録可能である

ため LMS（Learning Management System）から容易に配信可能である。本システムを利用す

ることで教育者は効率的に質の高い教材を作成し、デジタル教育の普及に貢献することが

期待される。本稿では、PtM システムの機能や利用方法について紹介し、有用性と課題に

ついて議論する。 
 

1  はじめに 

近年、デジタル教育の重要性が急速に高まって

おり、教育者が効率的かつ質の高い教材を提供す

るためのツールが求められている[1]。従来、教育

者が動画教材を作成する際、録音や編集のプロセ

スが複雑であり、特に技術的なハードルが高いと

されてきた。著者らは、デジタル教材を容易に効

率良く作成する支援ツールとして、合成音声付き

動画教材作成システム「PtM (Presentation slides to 
Movie)」を開発した。 

本システムは、Microsoft PowerPoint に記載され

たナレーション原稿をもとに、合成音声を自動で

生成し、各スライドに同期した動画教材を簡便に

作成することができる。さらに、生成された動画

はマイクロコンテンツ教材として学習管理システ

ムから配信することができる。このシステムによ

って、短時間で効果的な学習を提供するマイクロ

コンテンツが多様な教育現場で活用されることが

期待される。本章では、PtM システムの背景や開

発の目的、そしてこのシステムがどのように教育

の質の向上に寄与するかについて述べる。次章以

降では、システムの機能や利用方法について詳細

に紹介し、今後の課題について論じる。 

 
1.1 学認 LMS 

学認 LMS[2]は、国立情報学研究所（NII）が提

供する学習管理システムであり、2021 年 6 月から

正式に運用が開始された。学認 LMS は、全国の教

育・研究機関向けに設計されており、2024年現在、

100 を超える機関で導入され、幅広い利用が進ん

でいる。学認 LMS では、情報セキュリティや研究

データ管理といった全国共通且つ重要なテーマに

関する講座が開講されており、受講者は専門組織

が作成・監修した教材から知識を学ぶことができ

る。学認 LMS は、学術認証フェデレーション

（GakuNin）と連携した SP（サービスプロバイダ）

であるため、利用機関の受講者は自身の機関で発

行された学内共通 ID とパスワードを使って学認

LMS にログインする。このシングルサインオンの

仕組みにより、受講者とっては複数のアカウント

管理の煩雑さから解放され学習の利便性が向上し

たといえる。さらに、機関管理者向けには、自機関

受講者の受講状況を管理する機能や、独自の教材

を自機関向けに限定公開する仕組みも提供してい

る。これにより、全国的な教育資源の共有と管理

効率の向上が図られ、教育コストの削減と効果的

な人材育成が期待される。 



1.2 研究データ管理の重要性 
研究データ管理（Research Data Management, 

RDM）は、研究データの計画、収集、加工、分析、

保存、共有、再利用に至るすべてのプロセスを指

すものである。RDM の目的の一つに、データのラ

イフサイクル全体にわたって、データの品質を維

持し、研究の再現性を高めることがある[3]。 
このプロセスには、データの保存だけでなく、

データの収集時からドキュメント化、メタデータ

の作成、適切な保存方法の選択、共有の計画など

も含まれる。これらすべてが適切に実施されるこ

とにより、データは将来的にも再利用可能となり、

学術コミュニティ全体の発展に貢献できるものと

なる[4]。 
RDM の重要性は、近年のデータ量の急激な増

加と、オープンサイエンスの推進により、ますま

す認識されるようになっている。研究データが適

切に管理されない場合、そのデータの共有や再利

用が困難になり、研究成果の信頼性が低下する恐

れがある[5]。 
一方、効果的に RDM が実践できればデータは

容易にアクセス可能となり、異なる研究間での相

互運用性が向上し、新たな知見の創出や研究成果

の加速が期待されるものとなる[6]。特に FAIR 原

則は、データ管理の重要な指針として広く認識さ

れている。この原則に基づき、データは容易に見

つけられ（Findable）、アクセス可能で（Accessible）、
異なるシステムや研究間で相互運用でき

（Interoperable）、再利用可能（Reusable）であるこ

とが求められる。FAIR 原則の遵守は、研究成果の

透明性を高め、データの再利用を通じて科学的進

歩を加速するための基本となる。 
また、研究データ管理は、単に研究者自身の責

任にとどまらず、組織において多様な専門家の協

力によって支えられている。たとえば、図書館員

はメタデータ作成やデータ保存に関するサポート

を提供し、IT スタッフは信頼性の高いインフラを

整備する。さらに、データ管理の専門家が研究者

を支援し、データの公開や共有を促進する役割を

果たす[7]。このように多様な専門家が連携して組

織として RDM を進めることで、データの質と持

続可能性が向上し、研究全体の信頼性が高まる。

つまり、適切な RDM は研究者個人だけでなく、組

織全体の支援によって支えられ、研究成果を向上

させる重要な基盤であるといえる。 
 

1.3 マイクロコンテンツ教材 
マイクロラーニングとは、一般的に数分以内で

学習できる学習モジュールやコンテンツを提供す

る形式である。マイクロラーニングは、学習者に

とって短期間で集中力を維持しやすいという利点

があり、業務の合間に短時間で学習可能なことや、

即座に実践に応用できる知識を提供できることか

ら、継続的な専門能力開発において有効であるこ

とが指摘されている[8]。また、学習者が自主的に

学習計画を立てやすく、教材には必要な時に迅速

にアクセス可能であるため、現代のライフスタイ

ルや業務環境に適しており、高等教育および企業

内研修において学習効率を高める手法として注目

されている[9]。また、短い学習セッションの方が

従来の長時間のセッションよりも知識定着率が高

いことが確認されている[10]。マイクロコンテンツ

教材は、こうしたマイクロラーニングを支える重

要な要素である。簡潔で焦点を絞った情報のまと

まりとして設計されるため、学習者は必要な知識

やスキルを的確に習得できる。 
NII は、マイクロコンテンツ教材提示ツールと

して短時間の動画教材を共有・再利用するマイク

ロコンテンツ教材システム（以下、LTI-MC）を開

発した[11]。学習者は LTI連携した LMS のコース

から教材を視聴（図 1）し、教育者はマイクロコン

テンツ教材の登録・編成が可能である（図 2）。LTI-
MCのソースコードはGitHubで公開（MIT License）
している[12]。 

 
図 1：マイクロコンテンツ教材提示画面 

 
図 2：マイクロコンテンツ教材編集画面 



学認 LMS の研究データ管理講座は、研究デー

タの適切な管理と活用に必要な知識を効率的に学

ぶことを目的とした、RDM 支援者および研究者向

けの学習コースである。オープンアクセスリポジ

トリ推進協会（JPCOAR）[13]や大学 ICT推進協議

会（AXIES）[14]との協働によって教材が提供され

ている点もこの講座の特長である。研究データ管

理に関する様々な業務に従事する教職員や情報基

盤スタッフを対象としており、短時間での学習が

可能なマイクロコンテンツ形式の教材を提供して

いる。各教材は、複数の短い動画で構成されてお

り、研究データ管理講座は、学習者が効率良く学

べるように設計されており、トピックごとに数分

程度に区切られた合成音声による動画コンテンツ

を使用することで、忙しい教職員でも隙間時間に

学習できるマイクロラーニング形式を採用してい

る。合成音声を活用することで、視覚と聴覚の両

方を通じて効果的に知識を習得できるよう工夫さ

れている。また、速度変調を行った場合も比較的

安定して音声が聞き取れる。教材作成者にとって

は動画教材の修正が容易となった。この教材形式

により、学習者は必要な知識を短時間で効率的に

取得できる。なお、学習の成果確認には、デジタル

バッジの発行システムが導入されている。受講者

は、各コースの修了後にデジタルバッジを取得す

ることができ、学習内容を可視化することによっ

て自己評価や成果の証明に役立てることができる。 
研究データ管理に関するマイクロコンテンツ

教材は、自機関限定の学習コースに登録しカスタ

マイズすることができる。既存の動画教材を組み

替えたり、各機関のニーズに合わせた新たなマイ

クロコンテンツを加えたりすることで、自分の機

関に最適な学習内容を提供できるようになってお

り、学内における研究データ管理体制を構築・強

化するための効果的な学習環境を整えることを狙

いとしている。これらの取り組みを通じて、国内

の研究データ管理における教育基盤が一層強化さ

れ、より多くの支援者および研究者がその恩恵を

享受できることが期待される。 

2  合成音声付き動画教材作成システム 
PtM（https://ptm.nii.ac.jp/） 

2.1 システム概要 
合成音声付き動画教材作成システム（PtM：

Presentation slides to Movie、ピーティーエム）は、

スライド教材に合成音声をつけて動画を自動生成

するシステムである。Microsoft製 PowerPointファ
イルのノート部分にナレーションを記述し、本シ

ステムにアップロードすることにより、Amazon 
Polly を通じて、スライドのタイトル単位でひとま

とまりになった合成音声付き動画ファイルを生成

する。ユーザは学認 LMS にマイクロコンテンツ教

材として登録するための JSON 形式ファイルを含

むこれらのファイル一式が入手できる。 
ユーザが手元のスライドで Add-in を用いて合

成音声を確認し、PtM で合成音声付き動画に変換

した後 LMS にマイクロコンテンツ教材を登録す

る流れは、大きく以下の通りである（図 4）。 
 

① ユーザ → Add-in: ユーザが手元のスライドで

ノート部分のテキスト（再生範囲）を選択する。 
② Add-in → Amazon Polly: テキストを Amazon 

Polly に送信し、合成音声を生成する。 
③ ユーザ → PtM: ユーザは PtM にログイン後、

スライドを PtM へアップロードする。 
④ PtM → Amazon Polly: PtMからAmazon Pollyに

テキスト情報を送信して合成音声を取得し、動

画ファイルと JSONファイルを生成する。 
⑤ PtM → ユーザ:ユーザは動画ファイルと JSON
ファイル（Zipファイル）をダウンロードする。 

⑥ ユーザ → 学認 LMS: 学認 LMS にログイン後、

ユーザは Zipファイルを LTI-MC に登録し、学

認 LMS でコースを選択して教材を紐づける。 
⑦ 学認 LMS → LTI-MC: 学認 LMS から LTI-MC

の教材が表示され、学習者はその教材を視聴で

きるようになる。 
 

 
図 3：PtM から LTI-MC に登録する流れ 

 

ユーザ Add-in Amazon Polly PtM 学認LMS LTI-MC
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ファイルアップロード
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合成音声
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学認ログイン

Zipファイル登録

教材を設定するコースを選択

教材表示

教材視聴 / 編集（教員のみ）



当初は一連の仕組みを GitHub Action で実現し

ていたが、GitHub リポジトリにユーザを個別登録

したり権限を付与したりする必要があり、今後利

用者規模を拡大するため、PtM を学認 SP とするこ

とによって利用申請を機関単位で行うこととした。

このため、現在利用可能なシステムは、学認ログ

インを前提とする WebAssembly(Wasm)版である。

なお、GitHub Action版と Wasm版のソースコード

は GitHub で公開（MIT License）している[15]。 
 

2.2 事前の設定 
学認 LMS にマイクロコンテンツ教材を登録す

る場合、PtM を利用する前に以下の手続きと設定

が必要である。 
 
(1) 学認加盟、学認 LMS 利用申請 
(2) 学認 LMS オプション機能 

（自機関限定コース）の利用申請 
(3) Microsoft PowerPoint にアドイン登録 

 
上記①は PtM が学認 SP となったためである。上

記②は利用者が学認 LMS に自機関限定コースを

作成できる権限を付与されることによって、学認

LMS に登録したマイクロコンテンツ教材や既存

の教材を組み合わせて自機関限定コースを作成

できるためである。上記③で必要となるマニフェ

ルトファイルは、PtM のヘルプサイトから取得可

能である。マニフェストファイルは、利用者のデ

スクトップ環境あるいは Web版 PowerPoint の環
境に保存する。また、PowerPoint では、入力オー

トフォーマット機能によりアポストロフィー

「 ' 」が自動的に左シングル引用符「 ‘ 」に変

換されることがある。音声合成でエラーになるこ

とを回避するために入力オートフォーマットを

解除する必要がある。 
 

2.3 ナレーションの作成 
PtM では基本的にスライドごとに動画教材が分

割される。分割された動画を「トピック」、動画教

材全体を「ブック」と称する（図 4）。 
ナレーション原稿はスライドのノート部分に

入力する。以下の 3 つの要素で構成される。 
(1)設定項目では、トピックのタイトルや話者の

種類など 13種類あるトピックの設定を行う。トピ

ックタイトル「Topic:」のみ必須項目である。複数

のスライドを一つのトピック（動画）にまとめる

場合は、Topic に同じ値を設定する。 
 

 
図 4：PtM のためのスライド構成 

 
(2)ナレーションスクリプトでは、合成音声で読

み上げるスクリプトを、バッククオート「`」を使

い```text〜```のように囲んで記述する。スクリプト

を合成音声が読み上げる時の単語の読み方や間の

調整などは、SSML や SpeechMarkdown を使用して

行う。たとえば、調整が難しい日本語の高低アク

セントは、該当する文字の後ろに、 
このような(ブーカ時代)[kana:"ブーカジ'ダイ"] 

のように「'」を挿入すると、「ダ」のところから音

が低く変わる。また、Add-in にログインした状態

で文字列を選択し「音声の確認」ボタンをクリッ

クすると、選択した部分の合成音声が再生され確

認を行うことができる。 
 

 
図 5：PtM Add-in による音声確認 



(3)解説には、マイクロコンテンツ教材として表

示された時に動画の下側に表示される解説文を記

述する。バッククオート「`」を使い```description ̀ ``
のように囲んで記述する。解説は、GitHub Flavored 
Markdownに対応しているため、動画とは別にURL
のハイパーリンクを表示することも可能である。 

 
2.4 ファイルの保存と画像書き出し 

PtM で動画教材を作成し LTI-MC に登録すると

「ブック」として登録されるため、まずブックタ

イトルの設定を行う。そして、PowerPoint ファイ

ルの保存と、スライド画像（PNG, JPEG）の書き出

しを行う。なお、PowerPoint のファイル名はスペ

ースなし半角英数として、PowerPoint ファイル名

と画像およびフォルダ名は一致させる。 
 

2.5 動画教材の作成 
PtM にアクセス後、トップページ（図 6）から

「PtM システムを利用する」リンクをクリックし

て学認でログインを行う。ログイン後は、PtM の

UI 画面から動画を生成したい PowerPoint ファイ

ルを含むディレクトリを指定し、ファイルの中で

動画に変換したいトピックを選択し、合成音声付

き動画教材を取得する。ダウンロードした Zip フ
ァイルには mp4形式の動画ファイルと JSONファ
イルが含まれている（図 7）。 

なお、動画変換時には、フレームレート(FPS)と
ビットレート(bps)を選択できるため、画質の調整

を行うことが可能である。 
 

 
図 6：PtMトップページ 

 
図 7：生成された動画と JSONファイル 

 
2.6 動画教材の登録 

マイクロコンテンツ教材を LTI-MC に登録し、

LMS で視聴するためには、まず、前節の Zipファ
イルを LTI-MC にインポートし、教材を配信可能

な形に変換する必要がある。教材は「ブック」から

一括登録を行う。インポート結果に登録対象が表

示される（図 8）。LTI-MC 画面左上に並んでいる

「ブック」からも登録されたブックの存在を確認

できる。また「トピック」では、ブックの中に含ま

れていた各トピック（個々の動画ファイルに相当）

を確認することができる。 

 
図 8：LTI-MC へのインポート結果 

 
なお、教材のブックタイトルは、適宜変更が可

能である。タイトル変更時には、教材内容や構成

を反映した名称にすることが推奨される。 
最後に、LMS からの配信設定を行う。作成した

教材を LMS に登録し、学習者がアクセスできるよ

うに配信設定を行うことで、オンライン学習環境

での教材利用が可能になる。 
さらに、教材の内容に修正が必要な場合、上書

きインポート機能を使用して、教材データを再度

インポートすることができる。これにより、既存

の教材に変更を加え、再配信する際も、新たに教

材を作り直す手間を省くことが可能である。 
 



3 まとめと今後の課題 

本研究では、マイクロコンテンツ教材のための

合成音声付き動画教材作成システム「 PtM 
(Presentation slides to Movie)」の開発と、その機能

や利用方法について述べた。本システムは、

Microsoft PowerPoint のナレーション原稿をもとに、

各スライドに同期した合成音声付き動画を簡便に

生成し、教育者が効率的に教材作成できる環境を

提供するものである。生成された動画一式は、マ

イクロコンテンツ教材として LMS へ容易に登録・

配信可能であり、デジタル教育の普及に貢献する

ことが期待される。なお、PtM は 2024 年 3 月から

学認加盟機関を対象として実証実験を開始し、現

在も利用申請を受付けている。実証実験を通じて、

利用機関による PtM の活用可能性を探るとともに、

今後さらに改善が必要な課題を明らかにする予定

である。これまでにユーザ機関からいただいてい

る要望は、音声合成の自然性向上、多言語対応の

強化、ユーザーインターフェースの改善、アニメ

ーション作成機能、データセキュリティとプライ

バシーの確保などが重要な課題として挙がってい

る。また、PtM や LTI-MC の利用拡大によって今

後マイクロコンテンツ教材の数が増えていくこと

を想定する上では、教材作成者や教材利用者によ

る版管理や利用状況の詳細な分析も喫緊の課題で

ある。これらの課題に対する継続的な研究と開発

を進めることで、PtM がより多くの教育者や学習

者にとって有益なツールとなり、デジタル教育の

さらなる発展に寄与することが期待される。 
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